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[bookmark: _Hlk112662118]第86回　発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録

1．日時	：2024年9月17日（火）13:30～17:10
2．場所	：WebexによるWeb会議
3．出席者：委員10名、欠席者2名、オブザーバー4名
橋爪委員長（東北大）、中平副委員長（QST）、戸張幹事(QST)、中曽根（東京理科大）、中田（金沢工大）、中村(IHI検査計測)、一ノ瀬（レゾナック・テクノサービス）、澁鍬（IHI）、
稲垣(東芝ESS) 、沖津（日立）
欠席者：山田（金属技研）、折田(三菱重工) 
オブザーバー： デフランコ（JGC）、宇藤(QST)、石川（QST）、中嶋(NAT)
（以上敬称略）

4.配布資料
資料86-1	第86回核融合専門委員会 議事次第（案）
資料86-2	第86回核融合専門委員会 配布資料（案）
資料86-3	第85回発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録（案）
資料86-4	第110回発電用設備規格委員会議事録案
資料86-5	第26回金属構造物分科会 議事録（案）
資料86-6	Bridgeプログラム フュージョンエネルギーシステムに関する国際標準化
資料86-7-1	発電用設備規格委員会投票No.640『核融合設備規格「NBI高電圧ブッシング用絶縁円筒構造規格（案）」の承認』の意見対応の方針と審議依頼
資料86-7-2	発電用設備規格委員会投票No.640『核融合設備規格「NBI高電圧ブッシング用絶縁円筒構造規格（案）」の承認』の意見対応状況
資料86-8-1	超伝導マグネット構造規格(2017年版）で引用されているJIS規格の最新版の年版調査と規格の修正について
資料86-8-2	JIS規格改正に伴う修正_新旧比較表
資料86-8-3	JIS規格修正案（見え消し）
資料86-9-1	ASME SecⅢ Div.4の動向報告
資料86-9-2	ASME SecⅢ Div.4 アプローチ審議依頼
資料86-10-1	核融合専門委員会委員について
資料86-10-2	核融合専門委員会委員名簿
資料86-11-1	金属構造物分科会委員について
資料86-11-2	金属構造物分科会委員名簿

5. 議事
(1) 開会
橋爪委員長より開会が宣言された。

(2) 議事次第、配布資料確認 【資料86-1、86-2】
議事次第案の確認、および配付資料に過不足がないことを確認した。

(3) 前回議事録案の承認 【資料86-3】
第85回発電用設備規格委員会 核融合専門委員会議事録（案）の確認を行った。事前確認の際にはコメントは無く、他にコメントがあれば本会終了までに連絡していただくこととした。（特段のコメントは無く、同議事録案は承認された。）

(4) 報告事項
(4-1) 第110回発電用設備規格委員会報告 【資料86-4】
· 戸張幹事より、2024年6月27日(木)に開催された第110回規格委員会において、核融合専門委員会の人事が承認されたこと、核融合専門委員会の活動計画を説明したことが報告された。
· また、(4-2-14)項「NBI高電圧用ブッシング絶縁円筒構造規格（案）」の審議について、材料専門委員会レビューでの意見を踏まえ、本規格の公衆審査において、委員会外部の専門家を指名してレビューを受ける方針を提案したが、公衆審査における専門家のレビューは違和感がある旨の意見、まずは発電用設備規格委員会としての審議プロセスを終了させるべきとの意見が複数出された。これを踏まえ、本提案の採決は見送り、核融合専門委員会として意見対応案を次回規格員会に提示することが了解されたことが報告された。
· 議事録案に誤字や文字の重複があり、JSME事務局へ修正依頼をすることとなった。

(4-2) 第26回金属構造物分科会 議事録（案）【資料86-5】
宇藤氏より、第26回金属構造物分科会 議事録（案）について報告が行われた。(5)の主査の交代に関する内容は、主査の選任の手順が適切ではないので、議事録としては修正必要とのコメントがあり、修正版を次回核融合専門委員会にて確認することとした。

(4-3) Bridgeプログラム フュージョンエネルギーシステムに関する国際標準化 【資料86-6】
中平副委員長よりフュージョンエネルギーシステムに関する国際標準化について報告が行われた。核融合専門委員会には、Bridgeプログラム内で検討した規格案等の協議、審議を依頼したいとの説明があった。。

(5） 審議事項
[bookmark: _Hlk119941704]（5-1） 発電用設備規格委員会書面投票No.640の意見対応について 【資料86-7-1、86-7-2】
· 戸張幹事より、規格委員会書面投票(No.640)の意見対応について、審議事項①、②、③の説明があり、それぞれ審議を行った。
· 【審議事項①】（朝田委員からのご意見）「認証」、「承認」の行為者に関する件は、個人が承認して、組織が認証することを基本とした修正文案をメール審議することとした。
· 【審議事項②】（高橋委員からのご意見）リミットセットに関する件は、資料86-7-1に記載の提案とおりとすることを全会一致で承認いただいた。
· 【審議事項③】外部専門家レビューに関する件は、運営規定に記載がないため、｢核融合専門委員会として、材料専門委員会の要望により、外部専門家レビューの実施を決めたことを報告する｣、｢今後、規格委員会において、規格レビュープロセスについて議論を依頼する｣旨の文案をメール審議することとした。

(5-2) 超伝導マグネット構造規格(2017年版）で引用されているJIS規格の最新版の年版調査と規格の修正について 【資料86-8-1､86-8-2､86-8-3】 
本件の審議は、次回（第87回）核融合専門委員会に持ち越すこととした。

[bookmark: _Hlk177032527](5-3) ASME Sec.Ⅲ Div.4の動向及びASMEへのアプローチについて【資料86-9-1､86-9-2】 
中平副委員長よりASME Sec.Ⅲ Div.4の動向、過去の経緯及び現況ついて報告があった。それを基に方針案が示され、核融合専門委員会として承認した。ただし、知財や著作権など、日本国に有益となるよう活動すべきとの意見が付された。

(5-3) 委員の退任・再任・新任
1 核融合専門委員会委員の再任、新任 【資料86-10-1】
· 渋鍬委員の再任が了解され、規格委員会に上申して承認を得ることとした。
· 桑水流氏(福井大学)、中嶋氏(株式会社NAT)の新任が了解され、規格委員会に上申して承認を得ることとした。
2 金属構造物分科会委員の退任、再任、新任 【資料86-11-1】
· 佐藤主査の退任が報告された。
· 片山委員、笠井委員、水野委員の再任については、これまでの活動実績を示す資料（出欠記録等）が無かったため、別途メール審議を実施することとなった。
· 桑水流氏(福井大学)、中嶋氏(株式会社NAT)、中島氏(QST)の新任が承認された。

(6)　その他
(6-1) 次回日程
次回の第87回核融合専門委員会は、2024年12月8日週で日程調整することとした。

以上
3

